
 

 

1 

 

第
六
三
回
定
例
研
究
会 

城 
 

と 
 

上 
 

下 
 

水 

 
 

 
 

 
 

 

八
木
技
術
士
事
務
所
代
表 

元
（
公
財
）
廃
棄
物
・
３
Ｒ
研
究
財
団
専
務
理
事 

八 

木 

美 

雄 
 

私
は
、
厚
生
省
、
環
境
庁
（
現
厚
生
労
働
省
、
環
境

省
）
に
勤
務
し
、
水
道
、
廃
棄
物
、
環
境
行
政
に
従
事

し
ま
し
た
。
現
在
は
、
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
が
、
社
会
人
の
第
一
歩
が
水
道
関
連

で
し
た
の
で
、
水
道
へ
の
思
い
入
れ
も
か
な
り
強
く
残

っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
一
般
廃
棄
物
で
あ
る
し
尿
処
理
そ
し
て
合
併

処
理
浄
化
槽
の
業
務
を
通
じ
て
間
接
的
に
下
水
道
に

も
触
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
ん
な
こ
と
で
、
長
年
の
趣
味
で
あ
る
城
歩
き
を
し

て
い
て
も
、
水
の
確
保
や
汚
物
処
理
の
こ
と
が
い
つ
も

気
に
か
か
り
ま
す
。 

以
下
、
城
探
訪
に
つ
い
て
、
城
に
つ
い
て
、
城
と
上 

 下
水
に
つ
い
て
触
れ
、
最
後
に
城
探
訪
の
楽
し
み
に
つ

い
て
記
す
こ
と
と
し
ま
す
。 

 

１
．
城
探
訪
に
つ
い
て 

⑴ 

城
探
訪
の
き
っ
か
け 

 

二
五
年
前
の
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）、
多
摩
に
転

居
し
ま
し
た
。
そ
の
年
が
、
た
ま
た
ま
八
王
子
城
落
城

四
百
年
に
あ
た
り
、
八
王
子
市
で
は
城
跡
一
帯
を
整
備

し
て
い
ま
し
た
。 

当
時
、
城
と
言
え
ば
、
天
守
が
聳
え
る
イ
メ
ー
ジ
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
八
王
子
城
址
を
訪
ね
ビ
ッ

ク
リ
し
ま
し
た
。
天
守
は
な
い
も
の
の
、
全
山
の
要
所

に
曲
輪
、
水
平
道
、
大
き
な
堀
切
や
崩
れ
た
石
垣
、
そ
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し
て
本
丸
に
は
井
戸
が
残
る
巨
大
な
山
城
、
そ
れ
が
八

王
子
城
で
し
た
。
誰
が
、
何
の
た
め
に
、
こ
ん
な
大
き

な
城
を
山
中
に
築
い
た
の
か
と
、
疑
問
は
次
々
に
湧
き
、

眠
っ
て
い
た
歴
史
好
き
が
起
き
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

調
べ
て
み
る
と
、
全
国
に
は
数
万
を
数
え
る
城
址
が
あ

り
、
八
王
子
城
が
き
っ
か
け
で
、
歴
史
に
直
接
触
れ
る

こ
と
の
で
き
る
城
探
訪
に
す
っ
か
り
魅
せ
ら
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。 

 

⑵ 

百
名
城 

 

平
成
一
八
年
二
月
、
財
団
法
人
日
本
城
郭
協
会
か
ら

「
日
本
百
名
城
」
が
選
定
・
公
表
さ
れ
ま
し
た
。 

「
百
名
城
」
が
発
表
さ
れ
た
時
点
で
、
改
め
て
城
探

訪
記
録
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
る
と
、
八
〇
城
ほ
ど
し
か

訪
ね
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
城
マ
ニ
ア
と

し
て
百
名
城
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
、
城
探
訪
を
続
け
て

来
ま
し
た
。 

小
平
市
ふ
れ
あ
い
下
水
道
館
で
講
話
し
た
直
後
の

平
成
二
七
年
一
一
月
、
千
早
城
（
大
阪
府
）
を
訪
ね
、

百
名
城
を
踏
破
で
き
ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
大
急
ぎ
で 

の
神
風
・
城

探
訪
が
多
い

の
も
事
実
な

の
で
、
こ
れ

か
ら
は
再
度

の
百
名
城
に

加
え
て
各
地

の
城
や
城
下

町
を
じ
っ
く

り
と
訪
ね
歩

き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

 

２
．
城
に
つ
い
て 

 

前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
。
本
題
の
城
に
移
り
ま

し
ょ
う
。 

 
「
城
」
と
い
う
字
は
、
「
土
」
と
「
成
」
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
名
の
通
り
、
城
は
、
土
を
盛
っ

て
土
塁
を
築
き
、
土
を
盛
る
た
め
に
掘
っ
た
部
分
が
堀 

（
濠
）
に
な
り
ま
し
た
。 

 

百名城、竹田城（兵庫県朝来市、2010.9） 
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す
な

わ
ち
、

城
と
は
、

堀
と
土

塁
で
囲

ま
れ
外

的
か
ら

身
を
守

る
た
め

の
構
造

物
の
こ

と
で
、

集
落
か
ら
国
単
位
の
防
御
拠
点
と
し
て
全
国
に
大
小

合
わ
せ
て
数
万
存
在
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
こ
で
、
城
の
華
で
あ
る
天
守
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の

天
主
、
仏
教
の
帝
釈
天
の
天
主
な
ど
に
由
来
す
る
と
さ

れ
、
神
社
仏
閣
の
楼
閣
建
築
か
ら
の
連
想
で
明
治
に
な

っ
て
か
ら
天
守
閣
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 明

治
四
年(

一
八
七
一)

の
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
明

治
新
政
府
は
、
明
治
六
年(

一
八
七
三)

、
廃
城
令
を
公

布
し
て
、
城
の
破
却
を
進
め
た
結
果
、
多
く
の
城
の
建

造
物
は
破
却
さ
れ
、
さ
ら
に
、
太
平
洋
戦
争
時
の
米
軍

の
大
空
襲
に
よ
っ
て
失
わ
れ
、
現
在
、
江
戸
時
代
か
ら

現
存
す
る
天
守
は
、
弘
前
城
（
青
森
県
）
、
松
本
城
（
長

野
県
）
、
犬
山
城(

愛
知
県)

、
丸
岡
城(

福
井
県)

、
彦

根
城
（
滋
賀
県
）
、
姫
路
城
（
兵
庫
県
）
、
備
中
松
山

城(

岡
山
県)

、
松
江
城
（
島
根
県
）
、
宇
和
島
城(

愛
媛

県)

、
松
山
城
（
愛
媛
県
）
、
丸
亀
城
（
香
川
県
）
、

高
知
城
（
高
知
県
）
の
わ
ず
か
に
一
二
し
か
あ
り
ま
せ 

ん
。
ち
な
み
に
、
松
本
、
犬
山
、
彦
根
、
姫
路
、
松
江

の
五
城
は
国
宝
、
そ
の
他
は
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

な
お
、
天
守
は
、
統
治
の
象
徴
と
し
て
、
城
下
町
中

心
部
の
領
民
が
望
め
る
高
所
な
ど
に
多
く
築
か
れ
ま

し
た
。
で
す
か
ら
、
現
在
で
も
築
造
さ
れ
れ
ば
観
光
の

目
玉
そ
し
て
地
域
の
ラ
ン
ド
・
マ
ー
ク
と
し
て
十
分
通

用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
い
う
こ
と
で
、
現
在
、

復
元
天
守
一
四
（
築
城
資
料
を
も
と
に
忠
実
に
再
建
さ

れ
た
も
の
）
、
復
興
天
守
一
四
（
天
守
が
存
在
し
た
こ

 

百名城・国宝・松江城（2013.6） 

 

 

 

 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BB%83%E5%9F%8E%E4%BB%A4
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と
は
歴
史
的
事
実
だ
が
、
築
城
資
料
が
な
く
不
完
全
な

再
建
）
、
模
擬
天
守
五
一
（
天
守
の
存
在
そ
の
も
の
が

疑
問
視
さ
れ
て
い
る
も
の
）
の
合
計
七
九
天
守
が
、
全

国
各
地
に
建
造
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

３
．
城
と
上
下
水 

⑴ 

上
水 

 

日
常
生
活
に
加
え
て
籠
城
の
た
め
、
城
に
は
、
井
戸

が
備
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

特
に
、
山
上
に
築
か
れ
た
山
城
で
は
、
水
の
確
保
が

生
死
を
決
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
水
手

曲
輪
と
し
て
厳
重
に
防
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
水
源
が

枯
れ
な
い
よ
う
に
、
尾
根
の
掘
切
や
樹
木
伐
採
が
厳
し

く
規
制
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

さ
て
、
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
天
下
が
統
一
さ
れ
る
と
、

三
百
余
の
大
名
は
、
領
内
統
治
に
便
利
な
地
に
城
を
構

え
る
（
山
城→

平
城
）
と
と
も
に
、
城
下
町
に
水
を
供

給
す
る
た
め
に
、
都
市
施
設
と
し
て
の
上
水
（
江
戸
の

玉
川
上
水
、
金
沢
の
辰
巳
用
水
な
ど
）
を
整
備
し
ま
し

た
。 

掛川城、本丸の霧吹井戸＊
＊深さ４５ｍ、日本第三位の深さといわれている。

 

 
な
お
、
多
く
の
城
は
、
城
下
町
の
中
心
部
の
高
台
に

築
か
れ
ま
し
た
の
で
、
現
在
、
本
丸
跡
に
配
水
池
が
築

造
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
大
阪
城
、
和
歌
山
城
な

ど
）
。 
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大阪城・本丸内堀（空堀）、大阪市水道局の送配水管

 

⑵ 

下
水 

 

下
水
は
、
雨
水
と
汚
水
か
ら
成
り
ま
す
。 

 

雨
水
に
関
し
て
は
、
城
郭
の
中
で
も
、
特
に
石
垣
は

排
水
を
怠
る
と
水
圧
に
よ
っ
て
崩
壊
を
早
め
る
恐
れ

が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
背
面
に
栗
石
を
込
め
、
排
水
用

の
樋
を
設
置
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。 

低
平
地
の
城
下
町
の
街
づ
く
り
の
一
環
で
、
内
水
排

除
の
た
め
、
江
戸
の
本
所
（
墨
田
区
）
で
は
、
竪
川
、

大
横
川
、
十
間
川
が
開
削
さ
れ
、
さ
ら
に
南
割
下
水
、

北
割
下
水
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
城
防
備
の
要

で
あ
る
水
濠
で
は
、
城
下
町
の
雨
水
排
除
機
能
も
有
し
、

舟
運
の
利
便
性
か
ら
も
定
期
的
な
泥
浚
え
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。 

 

汚
水
に
つ
い
て
は
、
城
郭
に
は
、
常
設
の
ト
イ
レ
は

な
く
移
動
式
の
お
ま
る
（
雪
隠
）
が
利
用
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。
往
時
、
汚
水
の
大
部
分
を
占
め
る
糞
尿
は

肥
料
と
し
て
活
用
さ
れ
た
こ
と
が
遠
因
に
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

な
お
、
戦
国
時
代
の
籠
城
戦
で
は
、
ヒ
ト
ば
か
り
で

な
く
軍
馬
が
排
出
す
る
糞
尿
に
よ
っ
て
城
内
の
衛
生

状
態
の
悪
化
（
糞
詰
ま
り
）
を
招
き
ま
し
た
。
小
田
原

北
条
氏
が
浜
居
場
城
（
箱
根
山
中
）
の
城
掟
で
、
「
人

馬
の
糞
水
、
毎
日
場
外
へ
取
出
し
、
い
か
に
も
綺
麗
に

致
す
べ
し
、
但
し
、
城
一
矢
の
内
に
置
く
べ
か
ら
ず
、
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遠
所
へ
捨
る
事
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
城

一
矢
と
は
遠
的
と
す
れ
ば
約
六
〇
ｍ
で
す
か
ら
、
大
変

な
労
力
を
必
要
と
し
ま
し
た
。 

 

４
．
お
わ
り
に
ー
城
探
訪
の
楽
し
み 

最
後
に
、
城
マ
ニ
ア
と
し
て
城
探
訪
の
面
白
さ
を
、

四
点
ほ
ど
挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

○
知
ら
な
い
土
地
を
歩
く
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

 

城
探
訪
は
歩
く
こ
と
が
一
番
で
す
。
見
ず
知
ら
ず
の

土
地
を
実
際
に
歩
き
、
土
地
の
起
伏
や
山
河
な
ど
に
直

に
触
れ
る
と
、
日
常
生
活
を
離
れ
新
鮮
な
気
分
に
浸
れ

ま
す
。
旅
の
途
中
、
一
ヵ
所
で
も
城
歩
き
を
加
え
る
と
、

旅
が
も
っ
と
楽
し
く
そ
し
て
奥
行
き
の
あ
る
も
の
に

な
り
ま
す
。 

○
ハ
イ
キ
ン
グ
の
要
素 

 

城
址
は
自
然
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
ハ
イ
キ
ン
グ
し
な
が
ら
草
花
、
野
鳥
な
ど
自

然
観
察
も
楽
し
め
ま
す
。
な
お
、
山
稜
に
埋
も
れ
て
い

る
古
城
址
の
場
合
に
は
、
山
道
を
安
全
に
登
る
た
め
、

ハ
イ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
や
長
袖
の
シ
ャ
ツ
の
着
用
な

ど
を
心
掛
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

○
歴
史
上
の
人
物
へ
の
変
身
願
望 

 

信
長
な
ど
戦
国
武
将
ゆ
か
り
の
城
々
を
訪
ね
、
大
袈

裟
で
す
が
、
栄
枯
盛
衰
の
人
生
を
疑
似
体
験
で
き
ま
す
。

変
身
願
望
が
満
た
さ
れ
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
城

址
を
訪
ね
て
、
信
玄
、
謙
信
、
秀
吉
、
家
康
な
ど
歴
史

上
の
人
物
に
変
身
す
る
の
も
一
興
で
す
。 

○
山
海
の
珍
味
を
味
わ
う
！
？ 

 

宮
仕
え
の
合
間
の
城
探
訪
で
し
た
か
ら
、
早
朝
か
ら

日
暮
れ
ま
で
歩
き
続
け
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
に
着
く
と

食
事
を
済
ま
せ
早
目
に
寝
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
繰

り
返
し
て
き
ま
し
た
。
振
り
返
れ
ば
、
城
址
は
全
国
至

る
所
に
あ
り
、
山
海
の
珍
味
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た

は
ず
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
ネ
ッ
ト
で
グ
ル
メ
情
報
を

下
調
べ
し
て
か
ら
、
城
探
訪
に
出
か
け
な
く
て
は
と
自

戒
し
て
い
ま
す
。 

 
（
二
〇
一
五
年
一
一
月
八
日
、
小
平
市
ふ
れ
あ
い
下
水

道
館
に
て
。
な
お
、
本
文
は
講
演
者
自
ら
が
再
構
成
し

た
も
の
で
す
。） 


